
(57)【要約】

【課題】

　表示装置を有する電子機器のＲ，Ｇ，Ｂの輝度調整に

よる表示画面上でのホワイトバランス調整が容易な有機

ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を提供することに

ある。

【解決手段】

　この発明は、有機ＥＬパネルの端子ピンに対応するよ

うにそれぞれ設けられ所定のパルス幅の所定のパルスを

受けてパルス幅に応じたピークを出力電流に発生させる

ための多数のピーク電流生成回路と、自己に対して外部

から設定されたデータに応じてパルス幅がそれぞれ決定

される第１、第２、第３のパルスを発生するパルス発生

回路とを備え、パルス発生回路が所定のパルスとしてＲ

の端子ピンに対する複数のピーク電流生成回路に第１の

パルスを送出し、所定のパルスとしてＧの端子ピンに対

する複数のピーク電流生成回路に第２のパルスを送出し

、所定のパルスとしてＢの端子ピンに対する複数のピー

ク電流生成回路に第３のパルスを送出するものである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た 端 子 ピ ン に そ れ
ぞ れ 出 力 電 流 を 送 出 し て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 所 定 の パ ル ス 幅 の 所 定 の パ ル ス を 受 け
て 前 記 パ ル ス 幅 に 応 じ た ピ ー ク を 前 記 出 力 電 流 に 発 生 さ せ る た め の 多 数 の ピ ー ク 電 流 生 成
回 路 と 、
　 自 己 に 対 し て 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て パ ル ス 幅 が そ れ ぞ れ 決 定 さ れ る 第 １ 、
第 ２ 、 第 ３ の パ ル ス を 発 生 す る パ ル ス 発 生 回 路 と を 備 え 、
　 前 記 パ ル ス 発 生 回 路 は 、 前 記 所 定 の パ ル ス と し て Ｒ の 前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の 前 記
ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 に 前 記 第 １ の パ ル ス を 送 出 し 、 前 記 所 定 の パ ル ス と し て Ｇ の 前 記 端 子
ピ ン に 対 す る 複 数 の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 に 前 記 第 ２ の パ ル ス を 送 出 し 、 前 記 所 定 の パ
ル ス と し て Ｂ の 前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 に 前 記 第 ３ の パ ル ス
を 送 出 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の パ ル ス を 発 生 す る タ イ ミ ン グ は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 を 開
始 す る タ イ ミ ン グ に 設 定 さ れ 、 前 記 第 １ の パ ル ス の 幅 は 、 第 ２ お よ び 第 ３ の パ ル ス の 幅 よ
り も 大 き く 、 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 は 、 前 記 パ ル ス 幅 に 応 じ た 期 間 を 持 つ 前 記 ピ ー ク を
発 生 す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 出 力 電 流 の 基 礎 と な る 電 流 と し て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 基 準
電 流 を そ れ ぞ れ 発 生 す る 基 準 電 流 発 生 回 路 を 有 し 、
　 前 記 パ ル ス 発 生 回 路 は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 で あ り 、
　 Ｒ の 前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 は 、 Ｒ に つ い て の 前 記 基 準 電
流 に 応 じ て 前 記 ピ ー ク を 生 成 し 、 Ｇ の 前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回
路 は 、 Ｇ に つ い て の 前 記 基 準 電 流 に 応 じ て 前 記 ピ ー ク を 生 成 し 、 そ し て Ｂ の 前 記 端 子 ピ ン
に 対 す る 複 数 の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 は 、 Ｂ に つ い て の 前 記 基 準 電 流 に 応 じ て 前 記 ピ ー
ク を 生 成 す る 請 求 項 ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 、 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と
前 記 出 力 電 流 を 発 生 す る 電 流 源 と を 有 し 、 Ｒ の 前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 前 記 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変
換 回 路 と 前 記 電 流 源 と の 間 に 前 記 Ｒ に つ い て の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 が 設 け ら れ 、 Ｇ の
前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 前 記 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と 前 記 電 流 源 と の 間 に 前 記 Ｇ に つ い て の
前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 が 設 け ら れ 、 Ｂ の 前 記 端 子 ピ ン に 対 す る 前 記 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回
路 と 前 記 電 流 源 と の 間 に 前 記 Ｂ に つ い て の 前 記 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 が 設 け ら れ 、 Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ の 各 前 記 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 前 記 基 準 電 流 あ る
い は こ の 基 準 電 流 か ら 発 生 さ せ た 駆 動 電 流 と 表 示 デ ー タ と を 受 け 、 前 記 基 準 電 流 に 応 じ て
前 記 表 示 デ ー タ を Ｄ ／ Ａ 変 換 し 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 し て 得 ら れ た 電 流 に 応 じ て 前 記 ピ ー ク 電 流 生
成 回 路 を 駆 動 し 、 前 記 デ ー タ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ で あ
る 請 求 項 ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 流 源 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た ３ 個 の 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら な り 、 こ れ ら 各 基 準 電 流 発
生 回 路 は 、 そ れ ぞ れ 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て そ れ ぞ れ の 前 記 基 準 電 流 の 電 流 値
が 設 定 さ れ る 求 項 ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た 前 記 デ ー タ を
Ｄ ／ Ａ 変 換 す る 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 が Ｄ ／ Ａ 変 換 す
る 前 記 デ ー タ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ で あ る 請 求 項 ５ 記 載
の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
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【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の パ ル ス と 前 記 第 ３ の パ ル ス は 同 じ １ 個 の パ ル ス で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の 有 機 Ｅ
Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 電 流 源 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た ３ 個 の 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら な り 、 こ れ ら 各 基 準 電 流 発
生 回 路 は 、 そ れ ぞ れ 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て そ れ ぞ れ の 前 記 基 準 電 流 の 電 流 値
が 設 定 さ れ る 求 項 ７ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 各 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た 前 記 デ ー タ を
Ｄ ／ Ａ 変 換 す る 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 が Ｄ ／ Ａ 変 換 す
る 前 記 デ ー タ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ で あ る 請 求 項 ８ 記 載
の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 Ｂ と Ｇ に つ い て の 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 同 じ １ 個 の 基 準 電 流 発 生 回 路 で あ る 請 求 項
９ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た 端 子 ピ ン に そ れ
ぞ れ 出 力 電 流 を 送 出 し て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 Ｒ に 対 応 す る 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ 第 １ の パ ル ス を 受 け て 前 記 出 力 電 流 に 前
記 第 １ の パ ル ス の パ ル ス 幅 に 応 じ た 期 間 、 所 定 の 大 き さ の ピ ー ク を 発 生 さ せ る 第 １ の ピ ー
ク 電 流 生 成 回 路 と 、
　 Ｇ に 対 応 す る 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ 第 ２ の パ ル ス を 受 け て 前 記 出 力 電 流 に 前
記 第 ２ の パ ル ス の パ ル ス 幅 に 応 じ た 期 間 、 所 定 の 大 き さ の ピ ー ク を 発 生 さ せ る 第 ２ の ピ ー
ク 電 流 生 成 回 路 と 、
　 Ｂ に 対 応 す る 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ 第 ３ の パ ル ス を 受 け て 前 記 出 力 電 流 に 前
記 第 ３ の パ ル ス の パ ル ス 幅 に 応 じ た 期 間 、 所 定 の 大 き さ の ピ ー ク を 発 生 さ せ る 第 ３ の ピ ー
ク 電 流 生 成 回 路 と 、
　 自 己 に 対 し て 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の パ ル ス の パ ル
ス 幅 を そ れ ぞ れ に 設 定 し て 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の パ ル ス を 所 定 の タ イ ミ ン グ で 発 生 す る
プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 と を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 基 礎 と な る 電 流 と 表 示 デ ー タ と を 受 け て 前
記 基 礎 と な る 電 流 に 応 じ て 前 記 表 示 デ ー タ を Ｄ ／ Ａ 変 換 す る Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と 、 こ の Ｄ ／
Ａ 変 換 回 路 の 出 力 電 流 に よ り 駆 動 さ れ る 電 流 源 と を 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 し て 有 し 、 前 記 第
１ の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 が 、 Ｒ に 対 応 す る 、 前 記 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と 前 記 電 流 源 と の 間 に そ
れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 が 、 Ｇ に 対 応 す る 、 前 記 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路
と 前 記 電 流 源 と の 間 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 第 ３ の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 が 、 Ｂ に 対 応 す
る 、 前 記 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と 前 記 電 流 源 と の 間 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３
の パ ル ス を 発 生 す る 前 記 所 定 の タ イ ミ ン グ が 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 を 開 始 す る タ イ ミ ン
グ で あ る 請 求 項 １ １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 電 流 源 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 基 礎 と な る 電 流 は 、 基 準 電 流 発 生
回 路 に よ り 生 成 さ れ 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 有 し 、 こ の 第 ２
の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る そ れ ぞ れ の
前 記 基 準 電 流 が 生 成 さ れ る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か の 請 求 項 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 さ ら に 、 プ ロ セ ッ サ を 有 し 、 前 記 パ ル ス 発 生 回 路 あ る い は 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 発
生 回 路 に 設 定 さ れ る 前 記 デ ー タ と 各 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 に 設 定 さ れ る デ ー タ は 、 そ れ ぞ
れ 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 し て 入 力 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら 設 定 さ れ る 請 求
項 １ ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 詳 し く は
、 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 等 の 表 示 装 置 を 有 す る 電 子 機 器 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の
輝 度 調 整 に よ る 表 示 画 面 上 で の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 に お い て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流
値 の 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く て も 精 度 よ く ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が で き る よ う な
高 輝 度 カ ラ ー 表 示 に 適 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 、 Ｐ Ｄ Ａ （ 携 帯 端 末 装 置 ） 等 に 搭 載 さ れ る 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で は 、 カ ラ ム ラ イ ン の 数 が ３ ９ ６ 個 （ １ ３ ２ × ３ ） の 端
子 ピ ン 、 ロ ー ラ イ ン が １ ６ ２ 個 の 端 子 ピ ン を 持 つ も の が 提 案 さ れ 、 カ ラ ム ラ イ ン 、 ロ ー ラ
イ ン の 端 子 ピ ン は こ れ 以 上 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 電
流 駆 動 回 路 の 出 力 段 は 、 ア ク デ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 で も 単 純 マ ト リ ッ ク ス 型 の も の で も 端
子 ピ ン 対 応 に 電 流 源 の 駆 動 回 路 、 例 え ば 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ る 出 力 回 路 が 設 け ら れ
て い る 。 な お 、 単 純 マ ト リ ッ ク ス 型 の 駆 動 電 流 の 場 合 は 、 容 量 性 負 荷 特 性 を 持 つ 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 を 初 期 充 電 （ 早 期 に 発 光 さ せ る た め の 発 光 開 始 時 の 充 電 ） し て 早 期 に 発 光 さ せ る た め
に ピ ー ク 電 流 を 持 つ 駆 動 電 流 が 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 問 題 点 の １ つ は 、 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 電 圧 駆 動 を 行 う と 、 輝 度 ば
ら つ き が 大 き く な り 、 か つ 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 発 光 感 度 差 が あ る こ と か ら 表 示 制 御 が 難 し い こ
と で あ る 。 そ の た め に 電 流 駆 動 を 行 う こ と に な る が 、 電 流 駆 動 を 行 っ て も 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の
駆 動 電 流 に 対 す る 発 光 効 率 の 比 は 、 例 え ば 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ ＝ ６ ： １ １ ： １ ０ 程 度 と 差 が あ っ
て 、 こ の よ う な 発 光 効 率 は 、 使 用 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 材 料 に よ っ て 異 な っ て く る 。
　 そ こ で 、 カ ラ ー 表 示 に お け る 電 流 駆 動 回 路 で は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 使 用 材 料 に 応 じ て 輝
度 調 整 を し て 表 示 画 面 上 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
対 応 に 表 示 画 面 上 の 輝 度 を 調 整 す る 調 整 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 電 流 駆 動 し 、 か つ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 陽 極 と 陰 極 を グ ラ ン ド に 落 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 端 子 電 圧 を リ セ ッ ト す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 駆 動 回 路 が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 を 低 消 費 電 力 で 電 流 駆 動 す る 技 術 が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ２ ０ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ３ ８ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 電 流 駆 動 回 路 は 、 通 常 、 基 準 電 流 を 電 流 増 幅 し て 各 カ ラ ム ピ ン （ 有
機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム 側 端 子 ピ ン ） 対 応 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 す る 駆 動 電 流 を 生 成 す る 。 そ
こ で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る た め の 駆 動 電 流 の 調 整 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る そ れ ぞ れ
の 基 準 電 流 を 調 整 す る こ と で 行 わ れ て い る 。
　 基 準 電 流 を 調 整 す る た め に 、 従 来 の 駆 動 電 流 調 整 回 路 は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 に ４ ビ ッ ト
程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 設 け て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 、 例 え ば 、 ３ ０ μ Ａ ～ ７ ５ μ Ａ の 範 囲 で
５ μ Ａ 刻 み で 所 定 の ビ ッ ト デ ー タ を 設 定 す る こ と で Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 を 調 整
し て い る が 、 最 近 で は 各 種 の 有 機 Ｅ Ｌ 材 料 が 開 発 さ れ て き て い る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス
を 採 る た め の 輝 度 調 整 の 範 囲 は 、 ４ ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 で は 調 整 が 粗 く な り 、 ４
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ビ ッ ト で は 調 整 の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く 、 対 応 し き れ な く な っ て き て い る 。
　 し か し 、 輝 度 調 整 の た め の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 の ビ ッ ト 数 を 、 例 え ば 、 ６ ビ ッ ト な い し ８ ビ
ッ ト に 増 加 し て 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 大 き く す る と 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に Ｄ ／ Ａ 変 換 回
路 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 関 係 か ら 回 路 規 模 が 大 き く な り 、 電 流 駆 動 回 路 の ワ ン チ ッ プ 化 が
難 し く な る 。 さ ら に は 表 示 装 置 部 分 の 小 型 化 の 要 請 に 十 分 応 え ら れ な く な る 。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 表 示 装 置 を 有 す る 電 子 機 器
の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 輝 度 調 整 に よ る 表 示 画 面 上 で の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 容 易 な 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め に 行 わ れ る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電
流 値 の 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く て も 精 度 よ く ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が で き る 有 機
Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 特 徴 は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け
ら れ た 端 子 ピ ン に そ れ ぞ れ 出 力 電 流 を 送 出 し て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 に お い て 、
　 端 子 ピ ン に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 所 定 の パ ル ス 幅 の 所 定 の パ ル ス を 受 け て パ
ル ス 幅 に 応 じ た ピ ー ク を 出 力 電 流 に 発 生 さ せ る た め の 多 数 の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 と 、 自 己
に 対 し て 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て パ ル ス 幅 が そ れ ぞ れ 決 定 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 、
第 ３ の パ ル ス を 発 生 す る パ ル ス 発 生 回 路 と を 備 え 、 パ ル ス 発 生 回 路 が 所 定 の パ ル ス と し て
Ｒ の 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 に 第 １ の パ ル ス を 送 出 し 、 所 定 の パ ル ス
と し て Ｇ の 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 に 第 ２ の パ ル ス を 送 出 し 、 所 定 の
パ ル ス と し て Ｂ の 端 子 ピ ン に 対 す る 複 数 の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 に 第 ３ の パ ル ス を 送 出 す る
も の で あ る 。
　 こ の 発 明 あ っ て は 、 パ ル ス 発 生 回 路 が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 効 率 に 対 応 し て
そ れ ぞ れ に 所 定 の パ ル ス 幅 の パ ル ス を 発 生 し て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 に 設 け ら れ て い る 各 端 子
ピ ン 対 応 の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 に そ れ れ ぞ れ 駆 動 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 こ の 発 明 は 、 パ ル ス 幅 に 対 応 す る ピ ー ク 電 流 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 に 各 端 子
ピ ン に 発 生 す る こ と が で き 、 ピ ー ク 電 流 の 発 生 期 間 に 応 じ て そ れ ぞ れ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、
そ の 発 光 輝 度 が 変 化 す る 。
　 前 記 の パ ル ス 発 生 回 路 と し て 、 例 え ば 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 を 設 け
て 、 こ れ に 外 部 か ら デ ー タ を 設 定 す れ ば 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 は 、 こ
の 設 定 デ ー タ に 応 じ て 第 １ ～ 第 ３ の パ ル ス の そ れ ぞ れ の パ ル ス 幅 を 設 定 し て 第 １ ～ 第 ３ の
パ ル ス の 発 生 す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 設 定 デ ー タ に よ り そ れ ぞ れ の パ ル ス 幅 を 調 整 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
　 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 は 、 例 え ば 、 表 示 画 面 上 の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 輝 度 に 応 じ て 、 Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ に 対 応 す る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の パ ル ス の 幅 が 調 整 さ れ て 、 ピ ー ク 電 流 が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応
に そ れ ぞ れ 調 整 さ れ て 、 表 示 画 面 が 白 色 に な る よ う に Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 輝 度 が 調 整 さ れ る 。 な お 、 こ の 調 整 に 併 せ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 値 が ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス 調 整 の た め に さ ら に 調 整 さ れ て も よ い 。
　 そ の 結 果 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め に 行 わ れ る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 値 の 調 整 ダ
イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ い 場 合 で も あ る い は 基 準 電 流 の 調 整 を し な く て も ホ ワ イ ト バ ラ ン
ス 調 整 が で き る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 容 易 に 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ド
ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 、 各 出 力 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 、 カ ラ ム
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ド ラ イ バ の 電 流 駆 動 回 路 の 具 体 的 な 回 路 図 、 そ し て 、 図 ３ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の ピ ー ク 発 生 の
タ イ ミ ン グ パ ル ス の 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 と し て の カ ラ ム Ｉ Ｃ
ド ラ イ バ （ 以 下 カ ラ ム ド ラ イ バ ） で あ る 。 こ の カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ は 、 Ｇ 基 準 電 流 発 生 回
路 １ Ｇ ， Ｒ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， Ｂ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｂ と 、 こ れ ら 基 準 電 流 発 生 回 路
１ Ｇ ， １ Ｒ ， １ Ｂ に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ た Ｇ 基 準 電 流 分 配 回 路 ２ Ｇ ， Ｒ 基 準 電 流 分
配 回 路 ２ Ｒ ， Ｂ 基 準 電 流 分 配 回 路 ２ Ｂ と を 有 し て い る 。
　 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 分 配 回 路 ２ Ｇ ， ２ Ｒ ， ２ Ｂ は 、 １ 入 力 対 多 出 力 の カ レ ン ト ミ ラ
ー で 構 成 さ れ 、 基 準 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bを そ れ ぞ れ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ の 出 力 ピ ン 対 応
に ミ ラ ー 電 流 と し て 複 製 し て 各 出 力 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ た Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ Ｇ ， ３ Ｒ ， ３
Ｂ ， … を 基 準 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bに よ り 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 各 出 力 ピ ン は 、 最 近 で は フ レ キ シ ブ ル 基 板 な ど で は な く 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 設 け ら れ た パ ッ
ド が 出 力 ピ ン と な り 、 こ れ と 金 バ ン プ 、 金 ボ ー ル 、 半 田 バ ン プ あ る い は 半 田 ボ ー ル な ど を
介 し て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ピ ン と 一 体 的 に 接 続 さ れ る 。 し た が っ て 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 各 出 力 ピ ン は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 各 カ ラ ム ピ ン ９ G1， ９ R1， ９ B1， ９ G2， ９ R2， … に
対 応 し 、 こ れ ら が 接 続 さ れ た 状 態 で は １ つ に な っ て い る 。 各 出 力 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ
る 各 回 路 は 、 各 カ ラ ム ピ ン に 対 応 し て い る 。 そ の た め 、 出 力 ピ ン と カ ラ ム ピ ン と は 特 に 区
別 し て い な い 。
　 な お 、 複 製 分 配 さ れ る 基 準 電 流 は 、 ｋ × Ｉ g， ｍ × Ｉ r， ｎ × Ｉ bと な っ て い て も よ い 。
た だ し 、 ｋ ， ｍ ， ｎ は 所 定 の 定 数 で あ る 。 ま た 、 Ｇ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ ， Ｒ 基 準 電 流 発
生 回 路 １ Ｒ ， Ｂ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ に 基 準 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bの 電 流 値 調
整 回 路 と し て 、 ４ ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） １ ａ と レ ジ ス タ １ ｂ と が 設 け ら
れ て い る 。 そ れ ぞ れ に 内 蔵 さ れ た レ ジ ス タ １ ｂ に Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ か ら そ れ ぞ れ に デ ー タ が 設 定
さ れ 、 各 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ ， １ Ｇ ， １ Ｂ が レ ジ ス タ １ ｂ に 設 定 さ れ た デ ー タ を Ｄ ／ Ａ
１ ａ に よ り Ｄ ／ Ａ 変 換 し て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ の 設 定 デ ー タ に 応 じ て 調 整 し た 基 準 電 流
Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bを Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 電 流 値 調 整 回 路 に よ り 基 準 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bは 、 従 来 技 術 で 述 べ た よ う に
、 比 較 的 狭 い ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ で 調 整 可 能 で あ る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る た め に Ｍ Ｐ
Ｕ １ ２ を 介 し て 入 力 デ ー タ が レ ジ ス タ １ ｂ に 設 定 さ れ る 。
　 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ Ｇ ， Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ Ｒ ， Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ Ｂ ， … は 、 Ｍ Ｐ Ｕ １ ２
か ら レ ジ ス タ ８ を 介 し て 表 示 デ ー タ Ｄ Ａ Ｔ を 受 け て 、 各 基 準 電 流 分 配 回 路 ２ Ｇ ， ２ Ｒ ， ２
Ｂ で 分 配 さ れ た Ｇ ， Ｒ ， Ｇ に つ い て の 基 準 駆 動 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bを 表 示 デ ー タ 値 分 電 流
増 幅 し て そ の と き ど き の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 輝 度 に 応 じ た 駆 動 電 流 Ｉ G， Ｉ R， Ｉ Bを カ ラ
ム ピ ン 対 応 に 生 成 す る 。 そ し て 、 こ の カ ラ ム ピ ン 対 応 の 駆 動 電 流 Ｉ G， Ｉ R， Ｉ Bを そ れ ぞ
れ に ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ Ｇ ， ４ Ｒ ， ４ Ｂ ， … を 介 し て カ レ ン ト ミ ラ ー の 出 力 段 電 流 源 ５
Ｇ ， ５ Ｒ ， ５ Ｂ ， … へ 送 出 し 、 こ れ に よ り 各 出 力 段 電 流 源 を そ れ ぞ れ に 駆 動 す る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ピ ン ９ G1， ９ R1， ９ B1， ９ G2， ９ R2， … は 、 同 時 に カ ラ ム ド ラ
イ バ １ ０ の 出 力 ピ ン で も あ る 。 各 カ ラ ム ピ ン は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ の 陽 極 側 に 接 続 さ れ 、
こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ の 陰 極 側 が ロ ー 側 走 査 回 路 （ 図 示 せ ず ） の ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る
。 出 力 段 電 流 源 ５ Ｇ ， ５ Ｒ ， ５ Ｂ ， … の そ れ ぞ れ の 出 力 電 流 （ 駆 動 電 流 ） は 、 そ れ ぞ れ に
対 応 す る カ ラ ム ピ ン ９ G1， ９ R1， ９ B1， ９ G2， ９ R2， … に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ Ｇ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ か ら Ｇ に つ い
て の ピ ー ク 発 生 の タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ Gを 受 け て 、 こ の パ ル ス を 受 け て い る 期 間 だ け 電 流
値 Ｉ Gの 駆 動 電 流 に 対 し て ピ ー ク 電 流 値 Ｉ PG＝ Ｉ G× Ｍ の 電 流 （ Ｍ は 倍 数 、 例 え ば 、 Ｍ ＝ １
０ ） を 発 生 し 、 そ の 後 は 電 流 値 Ｉ Gの 駆 動 電 流 を 発 生 す る 。 同 様 に 、 各 ピ ー ク 電 流 生 成 回
路 ４ Ｒ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ か ら Ｒ に つ い て の ピ ー ク 発 生 の タ イ
ミ ン グ パ ル ス Ｐ Rを 受 け て 、 こ の パ ル ス を 受 け て い る 期 間 だ け ピ ー ク 電 流 値 Ｉ PR＝ Ｉ R× Ｍ

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-151693 A 2004.5.27



の 電 流 を 発 生 し 、 そ の 後 は 電 流 値 Ｉ Rの 駆 動 電 流 を 発 生 す る 。 同 様 に 、 各 ピ ー ク 電 流 生 成
回 路 ４ Ｂ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ か ら Ｂ に つ い て の ピ ー ク 発 生 の タ
イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ Bを 受 け て 、 こ の パ ル ス を 受 け て い る 期 間 だ け ピ ー ク 電 流 値 Ｉ PB＝ Ｉ B×
Ｍ の 電 流 を 発 生 し 、 そ の 後 は 電 流 値 Ｉ Bの 駆 動 電 流 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ で 発 生 す る 各 タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ G， Ｐ R， Ｐ
Bの 発 生 タ イ ミ ン グ は 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路 ７ か ら 駆 動 開 始 の タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ sを 受 け て
行 わ れ る 。 図 ３ は 、 そ の 各 タ イ ミ ン グ を 示 し て い る 。 こ こ で 、 各 タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ G，
Ｐ R， Ｐ Bの パ ル ス 幅 Ｔ G， Ｔ R， Ｔ Bは 、 そ れ ぞ れ Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ か ら 設 定 さ れ る ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス 調 整 の 入 力 デ ー タ に よ り 決 定 さ れ る 。 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め の こ の 入 力 デ ー タ
は 、 オ ペ レ ー タ が 表 示 画 面 の 表 示 状 態 を み て 、 キ ー ボ ー ド １ ３ か ら Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ に 入 力 さ れ
る 。
　 こ の 入 力 デ ー タ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ に お い て 不 揮 発 性 メ モ リ 等 に 記 憶 さ れ て 決 定 さ れ る 。 決
定 さ れ た 入 力 デ ー タ は 、 例 え ば 、 電 源 Ｏ Ｎ 時 に Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ 等 か ら プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅
パ ル ス 発 生 回 路 ６ に 設 定 さ れ る 。 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ は 、 設 定 さ れ
た デ ー タ を Ｒ Ａ Ｍ 等 の メ モ リ に 記 憶 す る こ と で パ ル ス Ｔ G， Ｔ R， Ｔ Bの そ れ ぞ れ の パ ル ス
幅 を 設 定 し 、 こ の 記 憶 し た 設 定 デ ー タ の 値 に 基 づ い て こ の デ ー タ を 受 け る 論 理 回 路 に よ り
、 図 ３ に 示 す よ う な タ イ ミ ン グ で そ れ ぞ れ の パ ル ス 幅 で タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ G， Ｐ R， Ｐ B
を 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ は 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ を 外 部 か ら 受 け て タ
イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ G， Ｐ R， Ｐ Bを 発 生 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 内 部 に プ リ セ ッ
ト カ ウ ン タ 等 を 設 け 、 こ の プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ に パ ル ス 幅 に 対 応 す る デ ー タ が 外 部 か ら 設
定 さ れ 、 そ の デ ー タ 分 が パ ル ス 幅 と し て カ ウ ン ト さ れ る 。
　 前 記 し た 各 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ ， １ Ｒ ， １ Ｂ に 内 蔵 さ れ た レ ジ ス タ １ ｂ の 設 定 デ ー タ
に つ い て も 前 記 と 同 様 に し て 設 定 さ れ る 。
　 な お 、 こ れ ら の 設 定 デ ー タ は 、 さ ら に 決 定 さ れ た 後 か ら 入 力 し て 変 更 可 能 な も の で あ っ
て よ い 。
　 コ ン ト ロ ー ル 回 路 ７ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ １ ２ 等 に 制 御 さ れ て 、 タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ sの ほ か に カ
ラ ム 側 と ロ ー 側 の 走 査 に つ い て の 各 種 タ イ ミ ン グ 信 号 を 発 生 す る 回 路 で あ る 。 タ イ ミ ン グ
パ ル ス Ｐ sは 、 ロ ー 側 の 走 査 回 路 の 走 査 ラ イ ン 駆 動 の た め の 同 期 信 号 か 、 こ れ に 対 応 す る
信 号 で あ る 。 こ の タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ sに よ り 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ の 陰 極 側 が グ ラ ン ド Ｇ Ｎ
Ｄ に 接 続 さ れ て 、 出 力 電 流 が 各 カ ラ ム ピ ン へ 送 出 さ れ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 が 開 始 さ れ る
。
　 前 記 し た よ う に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 駆 動 電 流 に 対 す る 発 光 効 率 の 比 は 、 例 え ば 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ
＝ ６ ： １ １ ： １ ０ 程 度 と な る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の 結 果 、 通 常 で は 、 タ イ ミ ン グ
パ ル ス Ｐ G， Ｐ R， Ｐ Bの パ ル ス 幅 Ｔ G， Ｔ R， Ｔ Bは 、 Ｔ G＜ Ｔ B＜ Ｔ Rの 関 係 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 各 出 力 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 、 カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ の 電 流 駆 動 回 路 の
具 体 的 な 回 路 図 で あ る 。
　 こ こ で 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ Ｇ ， ３ Ｒ ， ３ Ｂ は 同 一 の 回 路 構 成 の も の で あ り 、 図 ２ で は 、
こ れ ら を Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ と す る 。 同 様 に 、 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ Ｇ ， ４ Ｒ ， ４ Ｂ も 出 力
段 電 流 源 ５ Ｇ ， ５ Ｒ ， ５ Ｂ も そ れ ぞ れ に 同 様 な 回 路 で 構 成 さ れ て い る の で 、 こ れ ら を そ れ
ぞ れ ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ 、 出 力 段 電 流 源 ５ と し て 以 下 説 明 す る 。
　 電 流 駆 動 回 路 は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ と ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ 、 そ し て 出 力 段 電 流 源 ５ と
を 有 し て い る 。 ２ は 、 Ｇ 基 準 電 流 分 配 回 路 ２ Ｇ ， Ｒ 基 準 電 流 分 配 回 路 ２ Ｒ ， Ｂ 基 準 電 流 分
配 回 路 ２ Ｂ の １ つ に よ り 複 製 分 配 さ れ た 基 準 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bを 電 流 値 Ｉ の 定 電 流 源 と
し て 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ は 、 ダ イ オ ー ド 接 続 さ れ た ｐ ｎ ｐ 型 の 入 力 側 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ
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ス タ Ｑ sと 出 力 側 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ tと を 有 し 、 そ れ ぞ れ の エ ミ ッ タ 側 が Ｐ チ ャ ネ
ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rs， Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rtを 介 し て 出
力 段 電 流 源 ５ の 入 力 端 子 ５ ａ に 接 続 さ れ て い る 。
　 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ sの コ レ ク タ は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ の 出 力 端 子 ３ ａ に 接 続 さ れ 、
出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ tの コ レ ク タ は 、 グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ
Ｑ sと ト ラ ン ジ ス タ Ｑ tの エ ミ ッ タ 面 積 比 は １ ： ｘ で あ る 。 こ こ で 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ３ の 出
力 電 流 を Ｉ aと す る と 、 こ れ に 対 し て 入 力 端 子 ５ ａ に （ ｘ ＋ １ ） Ｉ aの 駆 動 電 流 を 発 生 す る
こ と が で き る 。
　 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rtが Ｏ Ｎ し て い る と き に は 、 （ １ ＋ ｘ ） 倍 の
駆 動 電 流 を 生 成 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rsは 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rtに 対 応 し て 設 け ら れ た 負 荷
ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て 、 そ の ゲ ー ト は グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い て 、 駆 動 ラ イ ン を バ
ラ ン ス さ せ る た め に 挿 入 さ れ て い る 。 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rtは 、 駆 動 初 期 の 一 定 期 間 だ
け プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ か ら 端 子 CONTに 図 ３ に 示 す タ イ ミ ン グ パ ル ス
を 受 け て 、 こ れ が “ Ｈ ” の 期 間 Ｏ Ｎ に な る 。 こ の 場 合 の タ イ ミ ン グ パ ル ス と し て は 、 Ｇ の
ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ が タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ Gを ， Ｒ の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ が タ イ ミ ン
グ パ ル ス Ｐ Rを ， そ し て Ｇ の ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 ４ が タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ Bを 受 け る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 出 力 段 電 流 源 ５ の ｐ ｎ ｐ 型 の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ xが ベ ー ス 電 流 補 正 駆 動
用 の ｐ ｎ ｐ 型 の カ レ ン ト ミ ラ ー ト ラ ン ジ ス タ Ｑ u， Ｑ wを 介 し て 駆 動 さ れ る 。 そ の 結 果 、 入
力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ xに よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rtが Ｏ Ｎ し た ピ ー ク 駆 動 時 の 一 定 期 間 に は （
１ ＋ ｘ ） Ｉ aの 電 流 が 流 れ る 。 そ の 後 に 通 常 駆 動 電 流 と し て 駆 動 電 流 Ｉ aが 出 力 さ れ る 。 そ
れ ら が 出 力 段 電 流 源 ５ の ｐ ｎ ｐ 型 の 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ yで さ ら に Ｎ 倍 に 電 流 増 幅 さ れ
て 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ピ ン ９ （ ９ G1， ９ R1， ９ B1， ９ G2， ９ R2， … ） に そ れ ぞ れ 出
力 さ れ る 。
　 な お 、 出 力 段 電 流 源 ５ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ xと ト ラ ン ジ ス タ Ｑ yの エ ミ ッ タ 面 積 比 は １ ： Ｎ
で あ り 、 こ れ ら ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ は 、 例 え ば 、 ＋ １ ５ Ｖ 乃 至 ＋ ２ ０ Ｖ 程 度 の 電 源 ラ
イ ン ＋ Ｖ ccに 接 続 さ れ 、 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ yの コ レ ク タ は 、 カ ラ ム ピ ン ９ （ ９ G1， ９ R
1， ９ B1， ９ G2， ９ R2， … ） に 接 続 さ れ て い る 。
　 そ こ で 、 こ の 電 流 駆 動 回 路 は 、 ピ ー ク 時 に は Ｎ × （ １ ＋ ｘ ） Ｉ aの 駆 動 電 流 を 流 し て カ
ラ ム ピ ン ９ （ ９ G1， ９ R1， ９ B1， ９ G2， ９ R2， … ） を 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 容 量 性 負 荷 と
な る 特 性 を 持 つ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ が ピ ー ク 電 流 で 初 期 充 電 さ れ て 電 流 駆 動 さ れ 、 そ の 後 、
電 流 値 Ｉ aで 駆 動 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し て き た が 、 実 施 例 の プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 ６ は 、 パ ル ス 幅
が 外 部 か ら 調 整 可 能 な パ ル ス 発 生 回 路 で あ れ ば 、 ど の よ う な パ ル ス 発 生 回 路 で あ っ て も よ
い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
　 ま た 、 前 記 の 実 施 例 で は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 と し て 、 入 力 デ ー タ に 応 じ て パ ル ス 幅
が 調 整 さ れ た 各 タ イ ミ ン グ パ ル ス Ｐ G， Ｐ R， Ｐ Bを 発 生 さ せ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ
の ピ ー ク 電 流 の 発 生 期 間 を 調 整 し て い る 。 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整
に 加 え て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め に 、 さ ら に 、 従 来 と 同 様 に Ｇ 基 準 電 流 発 生 回 路 １
Ｇ と 、 Ｒ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｒ 、 そ し て Ｂ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｂ の そ れ ぞ れ に 内 蔵 さ れ る
Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 等 に よ り 各 基 準 電 流 Ｉ g， Ｉ r， Ｉ bを そ れ ぞ れ に 調 整 し て ホ ワ イ ト バ ラ ン
ス 調 整 を し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
　 さ ら に 、 実 施 例 で は 、 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 の 位 置 を Ｄ ／ Ａ と 出 力 段 電 流 源 と の 間 に 設 け
て い る が 、 ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 の 位 置 は 、 Ｄ ／ Ａ よ り も 前 段 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 従 来 技 術 で 記 述 し た よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 材 料 の 発 光 効 率 の 比 は 、 現 在 の と
こ ろ 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ ＝ ６ ： １ １ ： １ ０ 程 度 の も の が 多 く 、 Ｇ ， Ｂ の 相 互 の 発 光 効 率 の 差 は 、
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Ｒ の 発 光 効 率 に 対 す る 差 よ り も 小 さ い 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 Ｇ ， Ｂ は 、 共 に 同 じ １ つ の
タ イ ミ ン グ パ ル ス を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 Ｇ ， Ｂ の 発 光 効 率 の 差 は 、 基
準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ の 基 準 電 流 Ｉ gと 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｂ の 基 準 電 流 Ｉ bと を 調 整 す る こ
と で 吸 収 で き 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 Ｇ ， Ｂ の 差 が 小 さ い と き に
は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｇ と 基 準 電 流 発 生 回 路 １ Ｂ と を 共 通 の 基 準 電 流 発 生 回 路 １ つ に す
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ
ラ ム ド ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 各 出 力 ピ ン に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 、 カ ラ ム ド ラ イ バ の 電 流 駆 動 回 路
の 具 体 的 な 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の ピ ー ク 発 生 の タ イ ミ ン グ パ ル ス の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ … 基 準 電 流 発 生 回 路 、 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ … 基 準 電 流 生 成 回 路 、
　 ３ … カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 、 ４ Ｒ ， ４ Ｇ ， ４ Ｂ … Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 、
　 ５ Ｒ ， ５ Ｇ ， ５ Ｂ … 出 力 段 電 流 源 、 ６ … レ ジ ス タ 、 ７ … Ｍ Ｐ Ｕ 、
　 ８ … コ ン ト ロ ー ル 回 路 、 ９ … 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、
　 ８ １ Ｒ 、 ８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ … リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 、
　 ８ ２ … プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ 、 ８ ３ … フ リ ッ プ フ ロ ッ プ 、
　 ８ ４ … タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 、
　 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｗ Ｒ m… ス イ ッ チ 回 路 、
　 １ ０ … カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ 、
　 Ｔ ra～ Trn… ト ラ ン ジ ス タ 。
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摘要(译)

[问题] 本发明的目的是提供一种有机EL驱动电路和有机EL显示装置，其
中通过调节具有显示装置的电子装置的R，G和B的亮度，可以容易地调
节显示屏上的白平衡。 [解决方案] 本发明设置有大量的峰值电流产生电
路，每个峰值电流产生电路对应于有机EL面板的端子引脚，以接收具有
预定脉冲宽度的预定脉冲并在输出电流中产生与脉冲宽度相对应的峰
值。 ，脉冲产生电路，用于产生第一脉冲，第二脉冲和第三脉冲，所述
第一脉冲，第二脉冲和第三脉冲的脉冲宽度根据外部设置给自身的数据
来确定，并且所述脉冲产生电路产生预定脉冲R 将第一脉冲发送到用于
的端子引脚的多个峰值电流生成电路，将第二脉冲作为预定脉冲发送到
用于G端子引脚的多个峰值电流生成电路，并且将B的端子作为预定脉冲
发送。 第三脉冲被发送到该引脚的多个峰值电流产生电路。 [选型图]图
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